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表3-11 素材の静的粘弾性 補遺

応 力 緩 和 ≧ ク リ フ

D-176
歪 ･応 力 依 存 性

水分(溶液吸収)
依 存 性

温 度 依 存 性

P.弓Z整14)̂こDI,0,0!9〔6･.て).庸 二139亡き～1.i)･_曇Î516(2,n3)･一(P,-̂17.0勘

H~50(3-6)･ W~3(6,10･ 闇 ｢2H2㌔8(㌫ 178(2). D180(3,4,ll)･ H~47u).

平 衡 【W-3(3-ll).

∴-- 一･_･ ∴ ･

ljFiP衡 EA-041(1).

D-178(2).D180(3,4,ll).

A-132(4-8).

*木材物理部門 (DivisionofWoodPhysics)
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表4-11 木質材料の静的粘弾性 補遺

応 力 緩 和

歪 ･応 力 依 存 性 IK-53(6,7).

水分(溶液吸収)
依 存 性

温 度 依 存 性

ク リ フ

B-56(2,4-6).D-176(15-18).H-48(2,4).

D169(4-7).Ⅰ-156(8).

D-168(5,6).D-169(4-7).Ⅰ-156(8).

表5-7 結合および構造体の粘弾性 補遺

応 力 緩 和 ク 1) - フ 動 的 粘 弾 性

歪 ･応 力 依 存 性 ト155(4).K-56(3-14)

温 度 依 存 性

表6-11 素材の動的粘弾性 補遺

D-172(13-A-135(2-9). B-57(2-7).A-133(2-8).

歪 ･応 力 依 存 性

水分(溶液吸収)
依 存 性

17,19rL22/25-34).D-174(4-ll).D-175(2-5,8-12,15). D-176(1,
4,ll).D-177(9,10). D-180(5-10,12,13). I-155(2).K-54(4-6).K-

平 衡 】A-134(7,8).D-177(7,8).E-84(1,2,4,5).K-57(1,2,4).

非平衡 IA-041(1,3).D-176(10).

表7-10 木質材料の動的粘弾性 補遺

歪 ･応 力 依 存 性 FI-155(2,6).K-52(1-5).

水分(溶液吸収)
依 存 性

温 度 依 存 性
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表9-10 木材の水分応力 補遺

膨 潤 t 乾 燥

応 力

外部変形詑

内部残留歪

割れ
コラッフス

A-034(2,3,6-9). A-035(1,2,4-8.10,
ll).A-039(2-5,7-ll).A-041(3 ,4).

B-043(2,3).B-045(4).D-076(9-ll).
D-077(4).D-080(2-7). D-082(4-6,
8).D-084(1-3).D-085(1-5).D-086
(5 -10).D-088(2).D-091(13,14).D-
092(3,4).D-176(3). ト07(1). K-033
(2,36b).

主 O36LL~5-71∴1-O38Li.2工 圭一011し3.
4).D-096(1). D-0103(2,3). D-0010
(7), H-015(2).
B-038(3-12).B-040(9).B-043(2,3).
B-045( 4). B-046(2-6). D-066(8).
D1071(5,6). D-072(2).D-075(7).D-
076(9-ll). D-077(2-4).D-080(2-4)
D-082(3,5,6,8).D-083(1,2).D-084(i
-3). D-086(5-7,9,10). D-088(2).
D-090(4).D-091(13,14).D-092(3,4).
D-094(2).D-097(3,4).D-0101(3-14)
D-0102(1,2,4,6-9,16-18).D-0103(2,
3,5-8). D-0104(1-6). D-176(2a).
D-178(3,4). H-017(3,5,6). K-033(2,
31)).
B-046(2,3).D-070(3).D -093(8),D-
9_撃T(3_).D-0101(4-6).

D-089(1-4).D-093(3-5).

表12-8 木材の生長成力 補遺

応 力

!外部変形歪

歪 喜内部残留歪

嘉一~~~~五1

A-005(2).A-006(4-6).D-006(5,6).D-007(4,6-8).D-009(1).H-015(2).

D-006(4).D-007(3,5).D-008(2-4).D-0010(3).H-0014(2-6).H-0015(2,4).

表20 (a)素材の静的粘弾性 補遺
応力緩和-歪,応力依存性

特 性 岳応力または歪
D-176Fig.14
D-0010
Fig. 6

D-0010
Fig. 7

H - 50

Fig.3

H-50
Fig. 4

H-50
Fig.5

H - 50

Fig.6

W-3
Fig. 6

インド産樹種(0.3-1.0)緩和係数一比重
応力緩和比曲線

(夏草雛 空調 鑓 賢,よ雲量ご)

応 力緩 和比曲線

応JJ緑雨tl蘭

〟

(孟量ツクの有無)∃doubletorsion

含 水 率hEI.=iJL度"=If･ 可処理

引 張(L)

禁謁 等 言 空 重, 試片形 と ,, i ,,
(痘2才緩和曲線より計算)1 弓

讐禦 寺間輔 プー'レ⊆:dou等 totlf;ionげ
応力レベル=破面軒由m ー~-T~~~m~~

(po,E;RioP"･i,W%oIOfD,MADSE"

応力 緩 和 比曲線の
傾斜一含水率

I I/

i

～200
分
十

,

1l
-630秒
再
無処理

l

L

l

// l //

転 芝誕 垂
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樹 種 【 特

W- 3
Fig.ll

性 1 応力または歪 L含 水 率

緩和スペクトルの
最大値-含水率

応力緩和比-応力
レベルー含水率

圧縮(L)
(応記,レ完,/レ5.%)

0,4,10,15,
30,40%m.C.

温 度弓時 間t処 理

応力緩和一水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

文 献 【樹 種 l 特 性

W- 3
Fig.3-5

W- 3
Fig.7- 9

W- 3
Fig.10

W - 3

Fig. ll

応力緩和比曲線

応力緩和比曲線の
傾斜一含水率

緩和スペクトル

緩和スペクトルの
最大値-含水率

応力緩和比-応力
レベルー含水率

応力または歪

圧 縮 (L)

(応力1V.芯5.%)

含 水 率 l温 度 座 間 座 理

0,4,10,15,
30,40%m.C. ～ 1時間

応力緩和-水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

特

D -176
Fig. 3

Diospyros spp.
(逮,JL､材)

FPg:00壬oiク p- ツ

性 応力または歪 L含 水 率

り (LR)

!温 度 座 間 1処 理
200%m.C. → → →

水中浸漬 5%R.H.水中浸漬
80 80 20,50,80oC
～80 -150 -80分

200%m.C.

り (LR)
6(L)×1(R)
×0.1(T )cm
0.13rad/cm

5%R.H.
-→

水中浸漬 水中浸潰
(2回繰返し)

75%R.H.- -- 1)
未添加塗液
および水中
に浸漬

換 り緩
和処理

～310分
0.095Hz

～350分

0.095Hz

歪回復 曲 線

応力緩和比曲線

圧 縮

各処理 水 中 シリカ 水 中
液 中 浸 漬 ゲル中 浸 漬
～2 ′･-2 ′-4

引 張 (L)
生 材
一 - 一--I
50%R.班.

～3.5時間

無処理, DMSO,
SO2-DEA-DMSO,
SO2-DMSO,N204
-DMSO処理

～200分

応力緩和一温度依存性 (非平衡)

文 献 l樹 種

A-041
Fig. 1

ヒ ノ キ

(0.43)

特

応力緩和曲
線 ,動的剛
率一時間性

性 1 応力または歪 L含 水 率

(歪 3.0×10~2)

温 度 lBS 問 1処 理

A ?1̂i翠 .巨財 0%m'C一束璃 表 面 恵 27g jl.I.39150Hgzt無処理
～80 -150 -80分
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クリープ～歪,応力依存性

含 水 率 l温 度恒 ∴ :･ ･!･

A-130
Fig.
9-ノ11

B-56
Fig.2
B-56

Fig.3

スギ,ブナ集成材3ply,スギ.ブナ

ク リー プ 破壊時
間の頻度分布

破壊 確 率- 荷重 時

間

クリープ曲線

真布夜両面盲東面両面おけるクリープコンプライアンスの関係

FPgT1730歳?41,/,,遥 )弓クリ- プ曲線

二 二二 ∴

lll

Fig.

D-178

Fig.2

D-180
Fig.3
D-180

Fig.4

D-180

Fig. ll

H-47

Fig.3

ヒ ノ キ
(0.40,心材)
フ ナ
(0.57-0.60)

ヒ ノ キ

(0.36-0.38)
ヒノキ
(0.36-0.38)

ブ

(0.
ヒ
(0.

r

l
ノ

ナ

60キ
38

0
0

～
ノ
～

7

6

5

3
easternwhite
Spruce

H-48
Fig.3

水中浸潰材のク
リープー処理材
のクリ-プ

ノク

セ ッ ト量 一弓張応力

141kg/cnl2)∃

lJ_Ll･:.･l:lifl廿 LLL-i

(応f'41kg/C｡､2)

65% R.H

65% R .H .

乾絶
11

-
-
･

鋸

鋸

t,ch

/し

,し

げ

漂
｡

I-
法

L
T

-..:..
.:.={
.

片
試

荷

..IL

片 持 曲 げ

し'/i

;無処理
弓ニ トロセルp-
Lスラッカー,ポ
再 エステル樹脂

ll

.'処理

無ピ浸M

哩

処

リジン
漬処理

引 ~ー~~L;i.に 〔R上､∴ 二 ‥ , -

(,Jt･15,,～25芝′慧 弓230% -･C･9T6iio,i訴 〇c
l収縮率一応力

(試片形状の差)

亘t.rA.i1--方向玉~よこ十:i-
れに直角方向(T)
の収縮率一応力
セット時と水分回
復後の収縮率およ
びその差…応力

クリ-プ回復曲線

デケ1ニラ顧雇面濠

引 張

引 張 (R)

無処理
水酸化ナ トリウ
ム, ジェテルア
ミン,ニ トロベ
ンゼ ン,PEG,
ソルビト-ル浸
演処理

引 張 (R)⊆飽水- →2･5%

三 点 曲 げ (L)

上竺 1& %L

CLOUSER,PEARSON,
WooD,ScHNIEVIND,
BACHのデータの再
プロット

曲げ(L,J__)

二言妄 nir T L qFT r 6完i J 這

1-10fう分 無処理
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クリープー水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

樹 種 l 特 性

D-178
Fig. 2

応力または歪 I含 水 率
極 度 座 間 座 理

(.嵩｡,/J遥 )l蒜 岩畳~引

D-180
Fig. 3

D-180
Fig.4

D-180Fig.ll

引 張 (R)

(応た 25kg/｡m2)
収縮率一応力
(試片形状の差)

230%m.C.

引 張 (R)

(応.j'～3.kg/｡m2)
ヒ ノ キ l早野妻壁空三悪れに直角方向(T)の収縮率-応力(0.36-0.38)
ブ ナ
(0.57-0.60)ヒノキ(0.36-0.38)

セット時と水分回
復後の収縮率およびその差-応力

引 張 (R)

(hJLV～12kg′cm2)
引 張 (R)

(応記～3｡kg/cm2)

9.60%R

飽水-Zi.5C?

飽 水- →2･5%-→
･ん負荷,60｡cm･C･除荷
飽水 →1-2%nl.C.

クリープー温度依存性 (平衡)

文 献 l

A-132
Fig. 4

樹 種 r 特 性 】 応力または歪 E含 水 率

ヒ ノ キ

(0.35-0.39)
ク1)-プ コ ンプラ
イアンス曲線

A-132
Fig.5

クリープコンプラ
イアンスー温度

A-132
Fig. 6

A-132
Fig.7,8

合成クリープコン
プライアンス曲線

借 覧 温度重ね)

t温 度 lBS 問 I処 理
≡ 点 曲 げ (R)

(応力 誓2GB聖霊劾 絶 乾 ～100分

禦 度11011177分

シフトファクター
ー絶対温度の逆数

(b)木質材料の静的粘弾性 補遺

応力緩和-歪,応力依存性

料

材

クリープー歪,応力依存性

供 試 可 特 性

B-56
Fig. 2

集成材(3ply,
スギ,ブナ)
スギ,ブナ

クl)-プ曲線

応力または歪

四点曲げ(〟,L)

(応力 1｡1kg/｡m2)

含 水 率 i温 度 座

65%R.H. ～48時間

無処理
レゾルシノール
樹脂,酢酸ビニ
ル樹脂接着

集成材(3ply,
スギ,ブナ)

B-56
Fig.4,5

B-56
Fig. 6

負荷後10秒,48時間における
ク1)-プコンプライアンスの
実験値とひき板の実験値をも
とに算出した値との関係
負荷後48時間におけるクリ
ープコンプライアンスの計
算値に対する実測値の比と
中立軸の位置との関係

四点曲げ (〟)

瑠 1kg/｡m2)

レゾルシノ
ール樹脂,
酢酸ビニル
樹脂接着

48時 間
レゾルシ
ノ-ル樹
脂接着
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1･H;.,i.ilttr.･

D-176Fig.16
D-176
Fig.17

D-176
Fig.18

H-48
Fig. 2

H-48
Fig. 3

･-ドボー ド

ク
集 成 材
(teak)

集 成 材(Scotchpine)

性l応力または歪i含 水 率 E温度L時間】処理
無処理材のクリープ,ク
I)-プ回復一処理材のク
1)-プ,クリ-プ回復

クリープ曲線
クリ-プ速度一
曲げモ-メソト

30日後のたわみ一
瞬問たわみ

ク リー プ 強度 曲級
生存確率一応カレ
ベノレ

(Fig.2より計算)

四 点 帖 げ (｣_.)

(I/鷲.h～57.5kg/cm2)
〟

ll-13%
m.C.

//

t∴

～400時間

～6ケ月

i~一分∴1時間
1日,1ケ月
1,10年

//

フユノーノレ･
レゾルシノ-
ル樹桐三号l:L

//

クリープ-水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

文 献 座 試

D-169
Fig.4,5

材 l 特 性

集 成 梁

(17QELyL芸)
D-169
Fig.6,7

集 成 梁

(110p)yiッ)

ニラ南面
フィンガ-ジョ
トの有無による差
よび Ⅰ型鋼との比

クリ-プ曲線
フィンガ-ジョイン
トの有無および防火
塗料塗布量による差

応力または歪 】含 水 率 E温 度 1時

四点曲応

四 点 曲 げ (〟):!J＼＼ヽ ト1▲-lIノ ＼IJ
応力レベル 長期
容応力度(100k
cm2)の1.2倍

問 【処 理∈

尿素 ･メ
ラミン樹
脂接着

ノク

Filg:15216'B坤 轡 に潤 筆芸 芸 ′C'iy2糎 打 て中 サ B/VB芸蓋や

クl)-プ-温度依存性 (非平衡)

文 献 一供 試 材

梁

｣
り

成
聖
集

仰匡
8

5
6壁

特 性
応力または歪 E含 水 率 極 度 座

クリ-プ曲線

(晶芙艶 還砦聖霊量び)
クリープ曲線

倍 釜塗料塗布量)

四点曲げ (〟)
間 I処 理

//

線

線

ノ＼＼ヽ lノ ＼//ノ
カレ芸ンレ 長期許
容応力度(100kg/
cm2)の1,1.2倍

四 点 曲 げ (〟)
-ジョイ

尿素 ･メ
ラミン樹
脂接着

10 - 13%- ･C+ 950oCL 605,lB/:這 墓品
Ⅰ-156
Fig. 8

積 層 染
(Buche )

責曲げ (P )

応力1｡｡kg/｡m 2)
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(C)結合および構造体の粘弾性 補遺

動的粘弾性- 歪,応力依存性

性 l応力または歪 t含 水 率文 献 座 試 材 l 特 極 度 座 間 1処 理

合板(3ply,
Buche,Rtlster)

接着層の動的弾
性率一芯板の相
対厚さ

縦 振 動

K-56
Fig. 3

K-56
Fig.4-
11,14

バイオリン
対数減衰率-振幅

(窯 警･i票 の)
板 の 横 振 動

空気,真空中における対数減
衰率およびその差-振動数
(ノミイオリンによる差)

K-56
Fig.12

バ イ オ リ ン

(Fichte)

空気,真空中における対数減衰
率およびその差, H.MEINEL
よる音量,音圧-振動数

気乾,減圧

フェノール樹脂
エポキシ樹脂,
PVAc接着

(d)素材の動的粘弾性 補遺

歪,応力依存性

文 献 L樹 種

A-133Fig.2,3A-133

Fig. 4

A-133

Fig.5-8

ス ギ

特

円孔を
動的弾試験体の比-

性

の
損

率と

体
欠

性径

験
無

弾直

試
と

的
の

つ
率

動孔

も
性

の円はり幅の比
(穿孔角度の影響)

強度一動的弾性率強度一動的弾性率

より推定した強度

応力または歪 I含 水 率 弓温 度 L

二点支持曲げ振
動 (L)

四点曲げ (L)

二点支持曲げ振動

(Ll

A-135
Fig. 2

シトカスプ
ノレ一･･ス
(0.46,0.48)

共振周波数,内部摩擦一試片支持位置(試片質量別)
二点支 持 曲 げ 振
動 (L) ･o･3%m･C･l20-芸3｡C

A-135
Fig.3

シトカスプ
/レース
(0.48)

試片末端における振幅に対する試片支持位置の振幅の比およびその自乗一試片支持位置
シトカスプ
ノレ-ス
(0.46,0.47,0.48)

A -135
Fig. 4
A -135

Fig. 5

共振周波数,内部
摩擦一気圧
(試片質量別)

シトカスプ
ノレ一･ス
(0.47,0.48)
ブナ(0.76)

共振周波数,内部
摩擦-鉄片質量
(試片質量別)

A-135
Fig.6,7

シトカスプ
/レ-ス
(0.48)

共振周波数,内部摩擦
-試片と磁極の距離

(琵謂 妾および渦電)

A-135
Fig. 8

共振周波数,内部摩
擦一鉄片質量
(磁界の強さの影響)

A-135
Fig. 9

試片質量に対する鉄
片質量の比一共振周
波数のずれの割合

10.3,10.6
12.3%m.C.

- 119-



二'∵十二㌧ 'l

B-57 シ トカスプ
Fig.2-7㌦1,-ス

D-171
Flg 3

D-17日
Fig. E
8-10?

D-172
Fig.
13-16

D-172Fig.17
D-172
Fig.
19-22
D-172
Fig.
25′-28
D-172
Fig.29,30
D-172
Fig.
31,34
D-172
Fig.
32,33

D-174
Fig. 4
D-174
Fig. 5

D-174
Fig.6,7

D-174
Fig. 8

D-174
Fig. 9

I)-174
Fig.10

D-174
Fig.ll

D-175
Fig.2-5

秦
の
数れ

木 材 研 究 資 料 第10号 (1976)

吊 :一 ∴･- t:- .了 ト .･

･lr:I
.

守持片
動

材
対
そ
数

装

.

び
常

塗
比

よ性

る
率

お特

す
性

比
む

対
弾

率含

に
的

衰を

材
動

減ら比一塗布量

//

ス ギ(0.3-0.4)

ス ギ
(0.3- 0.4)

ノク

ク

ス ギ

/y

ク

対数減衰率一木材
に対する塗膜厚さ
の比
樹脂重ね塗～nソ
影響,計算値
の比較

配

十川.i.

の
と

A-122

よ
る
化

お
よ
変

積
に
の

体
置
数

損
位
波

欠
の
周

面
そ
振

断
び
共

A-122

A-122

断面欠碩半径~左~音
の位置による共振
周波数の変化
断面欠損
円孔の
共振周
傾
波

縦 振 動 (L)

〟

Fig.1-4に同じ

仁 垂 _垂

Fig.7-10に同じ

問

無処理 セローニノレロースフ カツポリエステル
ポリウレタン

じ目し
‖

仙川肌矧
肌

樹
樹

JI詫 .J･.･l !
;ヤ冊こ処理材に
ポリウレタン
樹脂塗布

無処理,サンドペー
パー研摩,熱水,イ
ソシアネ-ト,アセ
チル化,界面活性剤
処理材にポリウレタ
ン,ポリエステル樹

6- 7%?1二 L2竺 誓
5

1 t

// //

13.5%111.C

Fig.12-15に同じ

rITJ-;妄霜 読 癖 l 13i% --:C--.

の
る
そ
よ
化

と
に
変

径
度
の

半
斜
数

醗南東療平篠とその
位置および数による
共振周波数の変化
動的弾JF垂率m ~~~~~~

Ill･･･:=十 - 1
断面欠損半径とその
位置による動的弾性
率の減少率の変化
断面欠損半径とそ
およびその数によ
弾性率の減少率の
人工節 そと倭辛の

ス ギ

欄
棚
離
職
棚

弾性率の減少率の変化
LL,.;;冊 い両拙 弾性率∴
工有節材の動的弾性率
減少率(節の数によ
人工節の数の差に
よる動的弾性率の
減少率の相関関係

る差

叩人
の
り

断面欠損材と人工石節材の
動的弾性率の減少率の変化

(笠讐霞壷だ警語 数･)
断面欠損半径盲青
の位置による共振
周波数の変化

//

片持曲げ振動(L)

｢-120-

ク

m

ク

60%R.H.

20oC

(150- 250
Hz)

(150-250
Hz)

_/.
..
-
-

.

無処理無処理
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種 i 特 性

D-175
Fig. 8

D-175Fig.9-
12,15

D-17 6
Fig. 1

D-176
Fig. 4

D-176
Fig.ll

D-177
Fig.9
D-177
Fig.10

D -180

F ig.5- 8

D -180

F ig.9,10

ス ギ
動的弾性率-静的
弾性率

断面欠損半径とその
位置による動的弾性
率の減少率の変化

応力または歪 f含 水 率 極 度 FBS Fpl F処 理

片持曲げ振動(L)
片持曲げ (L)

片持曲げ振動
(L)

60%R.H.

AriocarPusspp.(0.50)
Dipterocarpusspp.(0.62)
Crypiomeriajaponica

(0.33)

カラマツ
(心材,早材)

ブ ナ

(0.57-0.60)
ヒ ノ キ

(0.36- 0.38)

S-S曲線
芦 2B.と ｡芝′C'mR27桓 ?

Z-1 Fig.2に同じ

剛性率比-減衰比 (振り自由振動)

PEG処理前後 の動的弾
性率の変化率,収縮抑制効果-PEGの分子量
//

動的弾性率,損失
正接-収縮率

動的弾性率,動的
弾性率の増加-応
刀

片持 曲 げ振動(T)

片持曲げ振動 (R )
縦振動 (R )

セット材と水分回復材
の動的弾性率比,損失
正接比-セット時と水
分回復後の収縮率の差

0.9 - 1.5
%m.C.

1-1.5
%m.C.

2.5,1-2
%m.C.

合板 (3ply)
共振曲線(1/4-3/2
倍音,表板,芯板,
合板別)

K-54
Fig. 5

K-54
Fig. 6

K-55
Fig. 3

強度,疲労強度-
比重

空気,真空中にお
ける内部摩擦およ
びその差-年輪幅

縦 振 動

労 (L)
応力 レベル
Buche 37.5%
Kiefer 30%

65%R.H.

曲 げ 疲 労 (L)
応力レベル
Buche 30-45%
Kiefer27.5-47.5%

三 点 曲げ (L)
曲げ疲 労 (L)

(～5回)f無処理

二堅

無処理
PEG処理

70--85Hz
7′･-8kHz

無処理,
セット処
理(引張,
R)

水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

文 献 【樹 種 特 性 応力または歪 F含 水

減衰の極大温度-
含水率

測定周波数一減
衰,損失弾性率の
極大,絶対温度の
逆数

縦 振 動 (L)

率 極 度 座

0-21%m･C･r_82品｡C

0,12%m･C.rL88-.｡C

ー 121-

1MHz

1MIiz,
110,35,
ll,3.5
Hz
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木 材 研 究 資 料 第10号 (1976)

姦~~弓 特 産~~~T 応力または歪 弓含 水 率 極 度 座 間 I処 理

カ ラマツ

(鮎辺材,)
カ ラ マ ツ

(心材,早材)
･--
-･
8一
･

E
ig
山

FFg:8芸らKi(eS?r53)

E-84
Fig.4,5

71

5

KkF

K-57
Fig. 2

K-57
Fig. 4

sweetgum
(辺 材)

動的弾性率一含水率

偲 監Pl警官達抽出)
抽出処理前後の動
的弾性率の変化率
一抽出成分量

片持曲げ振動(T)
1,ll,25
%nl.C

// // //

Ⅰ-136 Fig.8に同じ

見かけの動的弾性率-
含水率(BuRMEST E R の
三二空_星旦言上畳ま__

音速,見 かけ の 弾
性率-含水率

pin7LSlo〃Lgifblia
Pinusexcelsa

緋 動 (L )!0-1%O- ･C･ 弓｡20oC)

l!111lIL':;::'iI;::.I,'Jlt';I,l':il,I.≡,L ;
乾燥および水中浸漬
後の動的弾性率の比
-乾湿繰返し数

(/7) 1 //

無処理,
冷水抽出
処理

//

無処理

〟

二 二 画 仁 二 亘 二 亡 二 工 工 ≧ 工⊥

水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

-二m
1-
ゝ棉" m献仙

HHHH
40i
.*F

辛
)3
ノ
4

0 ヒ
(

曲
剛
問

和
的
時

緩
動
-

力
.

翠

応
線
性

性

応力または歪 ⊆含 水 率 冊,=llL度

り (LR)
3.0×10~2)
振動(LR)

剛 性 率 比一 処理 時
間

200%nl.C.
時____山讐 し空 讐

-1 ->--- -1 ---- -I
水中浸演 5%R.H.水中浸漬
80 80 20,50,80oC
～80 -150 -80分

200%_ _→ 竺 堅塁
n一･C･水中浸演 水中浸潰

(2回繰返し)

(振り自由 振 動)

～310分
0.095Hz

～350分

0.095Hz

温度依存性 (平衡)

A-134
Fig.3-6
A-134

Fig.7
減衰一温度

減衰の最大温度-

含 水 率

衰大
減極数lの逆数率の波性度周弾温定失対測損絶

縦振動(L)

//

0,5.8,
ll.0,20.9
%m.C.

撃_空｣旦 ____旦 j旦 _竺

-50′-ノ
100oCL

0-21%m.C.

0,12%m.C

-8-
-20oC

1MH z

ノク

EIMHz,
-8- 日10,35,

-8 0oC巨 1 , 3･5Hz

- 122-
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温度依存性 (非平衡)

含 水 率 I温 度 座 間 座 理

A-041
Fig. 1

ヒ ノ キ
(0.43)

応力緩和曲
級 ,動的剛
性率一時間

振 り (LR )
(歪 3.0× 10 ~ 2 )
振り振動(LR)

200%m.C. → ･ -ー ---I
水中浸清 5%R.H.水中浸漬
80 80 20,50,80oC
～80 -150 -80分

oTo39150H…桓処理

生物因子依存性 (平衡)

些ヱL K-30 Fig･1-7に同じ ____

(e)木質材料の動的粘弾性 補遺

歪,応力依存性

Ⅰ-155
Fig.2
Ⅰ-155

Fig. 6

K-52
Fig.1-5

合板(3ply)

合 板(3ply,
Buche,Rtlster)

動的弾性率-芯
板の相対厚さ

縦 振 動

0.38Canarium sp.,
0.67Dysoxylum
malabaricum,
-Hardwickia
♪innaia,
0.44Michaelia
chambaca

動
げ
重

ー曲
比

率

ー
一

性
率
数

弾
性
係

的
弾
壊

静
的
破

静的弾性率一動的弾性率
(欠点の影響)

1～20kHz
フェノール樹脂
エポキシ樹脂,
PVAcj安着

フエノ-
ル樹脂,
尿素樹脂
接着

(f)木材の水分応力 補遺

膨潤一応力

供 試 材

A-034
Fig. 2

ヒノキ(ChamaecyParis
obiusaENDL.,0.37)

A-034

Fig. 3

処理条件 測 定

方 法1条 件 】 量

12-14%m.C.
調 湿

ヒノキ(ChamaecyParis
obiusaENDL.,0.37)
マカソノミ(BetulaMaximouJiczii
REGEL,0.68)
辛-ダ(Phellodendron
amurenseRUpR.,0.56)

歪 拘 束
- =E
水中浸漬
20oC

//

最大膨潤圧-年輪傾
角,木理角
(側面拘束の有無の差)

最大膨潤圧一

年輪傾角

僅 要望蓋の)

A-034
Fig. 6
A-034

Fig.7,8

マカンパ(Beiula
MaximouJicZiiREGEL,
0.68)

水中浸漬
20oC
気 乾

最大膨潤圧
圧縮弾性率
刀-年輪傾角
(側面拘束の有

ヒノキ(ChamaecyPdris
obtusdENDL.,0.37,
R,T)

-123-

一一一}
水中浸潰
20oC

】=阜_q分_

膨潤圧,膨潤
率-時間

(謂 誓蓋の)
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文 献

A-034
Fig. 9

A-035
Fig.1,2
A-035
Fig. 4

A-035
F ig.5-8

A-039
Fig. 2

A-039
Fig. 3

A-039
Fig. 4

A -039

Fig .5,7

A-039
Fig. 8

A-039
Fig. 9

A-039
Fig.
10,ll

供 試 材

ヒノキ(Chamaecyparis
obtusaENDL"0.37,R,T)
クロマ ツ(PinusThunbergii
PARLリ0.70,R,T)
ブナ(FdguSCrenaia
BLUME,0.63,良,T) 12-14%

amurenseRUpR.,0.56,R,T)1
ミズナラ(QuercuscrisPula
BLUME,0.68,R,T)

ObtusaENDL.,0.36-
0･38,T) __

ノク

ヒノキ(Chamaecypuris
obiusaENDL.,0.36-
0.38,R,T)

13.0- ′14.5
m.C.調

////

〟

刀

13.0-14.5%nュ.C.調湿

～20日

ダブラそ77-(Pseudoiuga
manzienSSiiFRANCE,
0.45-0.53,R)
ヒノキ(ChamaecyParis
obiusaENDL.,0.35,R)
スプルース(Piceaspp.,
0.32,0.38,R)

〟

ノウ

//

manzienssiiFRANCE,
0.46,0.53,R)

スプルース(Piceaspp.,

0･32,R) ___
ダグラスファー(Pseudotugi
mdnZienssiiFRANCE,
0.45-0.53,R)
ヒノキ(ChamaecyParis
obiusaENDL.,0.35,R)
スプル-ス(Piceaspp.,
__Q_･_3写_,"0･声8_,_旦)

ノク

･､
水中浸演
20oC

件 1 品

側面拘束
い場合
膨潤

るあ似る

圧

面

場 の
に

拘合大膨潤圧

な
大
す
の
巌
増

の
最
対

束
のの

20oC,各種膨潤剤中に
浸漬,～300分

20oC

各種膨潤剤中に

体積変化率,接線およ
最大膨潤圧の和-膨潤

加率一側面拘
束のない場合
の最大膨潤圧

膨潤圧-時間

径
表
半
の
び
剤

L叫動
面張
の
力

と粘度との比の平方根,誘電率,
HILDEBRANDSOlubilityparanleter
および分子量 (膨潤剤による差)

C

O

漬
2

各種膨潤剤中に

C,65%R.班.

A.伯脈
圧
湘
T_

大膨潤圧

圧縮弾性率
縮率

測

酵 n一･C澗 湿順 応 力東

〟

//////

mM【 →15% m.C.
20Oc

拘束㌻ ｢▼→除荷
繰返し

→4,7,12,17
20oC %nl.C.

拘束= 除荷

繰返し

~~盲玩 →12%m･C

拘束三二二二二二三除荷

繰返し

膨潤応力-令
水率
による

膨潤応力--比
重

膨潤応力二寺ビ垂ⅠvANOV.三城 ,NARAYANAMURTI
andGUpTA.
KEYLWERTH のデ
ータとの比較

ー【_ー→4.12%nl.C.

20oC

拘束r▼→除荷

繰返し

_)20%nl.C.

20oC

= 除荷

繰返しノ

2.7′-3.8,
~｢ここ㌻二二→6.8-8.3

20oC

/, ,/ 1･

// //

- 12 4 -

%nl.

拘束= 除荷

繰返し

20oC
膨潤絶-｣七重

膨潤エネルギ
ー-含水率

僅 重による)

C･膨潤エネルギ
十-比重

拘束窟 醐 塩 ギー-含 水
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供 試 材

ヒノキ(ChamaecyParis
obiusaENDL.,0.43)

ク

A-041
Fig. 3

A-041
Fig. 4

処 理 条 件

飽 水

測

歪 拘 束

件 i 量

5%R.H.

水中浸潰 水中浸潰
80oC

(2回繰返し)

応 力 , 動 的 剛

性 率 一 時 間

応カ ー ス プ リ
ングバック

膨潤一外部変形歪

供 試 材 処 理 条 件
刺

方 法 条 件 l 量

B-043
Fig.2,3

A-045
Fig. 4

D-076
Fig. 9
D-076

Fig.10
D-076

Fig.ll

普通合板 (5ply,表裏板,芯
板,添芯板ともブナ)
テンダーライジング合板
(5ply,表裏板,芯板,添
芯板ともブナ)
ランバーコアー合板 (5ply,
表裏板および添芯板ブナ,
芯板スギ)
切込を与
合板 (

たランバーコア-

㍗,表裏板およびH~｣｣-一.._LTヽ
ナ,芯板スギ)

ズナラ(Quercus
crispulaBLUME,
0.58-0.63,R)

ミズナラ(Quercus
crispulaBLUME,
0.58-0.63,R)
ブナ(Faguscrenaid
BLUME,0.58-
0.63,R)

ミズナラ(Quercus
crispulaBLUME,
0.58-0.63,L)
ブナ(Faguscrenaia
BLUME,0.58-
0.63,L)

冷圧(10kg/
cm2,室温,
18時間)お
よび熱圧
(10kg/cm2,
100oC,20
分)により
合板製造

矢高測定

D-035 Fig.3,4に同じ

-- -I
120oCll水浸状態

(両面異なる雰囲気に曝露)
～3時間

40-40,60,80oC %m.C.
10.㌧11 12′･-13
→% m.C. →% m.C.

40→40,60, 40,60,80oC
80oC ～12暗闇

反り一時間

→反 り-時間

(警夏によ)

ー →10-ll
40-40,60,80,100oC %m.C. _→ →

10-11 12-13 20 20oC
→%m.C. →%m.C.6580%R.H.

40→40,60, 40,60,80, -5-lo過問
80,100 100oC
oC ～12時間

→10-ll
40-20,40,60,80,100oC%m.C. _→ -

10-11 12′-13 20 200
→%m.C. →%m.C.6580%f

40→20,40, 20,40,60, -5
60,80, 80,loo°C
IOOoC ～12時間

D-080
Fig. 4

- 125-

～7日,放置

反り-温度

(警 夏によ)

含水率,表板繊維と
平行,直角方向の反
り,振れ度-時間
(単板性状による差)
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D-080Fig.5

D-080
Fig. 6

D-080
Fig. 7

D -082
Fig. 4

供

合板

二~I-:

読

∴

二

∵

吉

..‥

冷

15熱
11よ
､)ナ
レ
シ
ニ
板板芯芯{*シシ

合板
(3ply,シナ)

/y

測定

測 定

件 と 量

≒行,直角方向の反 り,

工､卜㍉…‥ilL.1".,I,lL‖∴･.圭一:い∴:-;単板を小幅にしてテ-ビングした芯板と＼一枚芯板との
～960分

C,100%R.班.,表板繊維と平行 直角方向の反 り振れ度一時間
(テンダ-ライズした芯板レ羊且を葦)
-.表板繊維と平行,直角方向

30-35oC,100%R.H
N9日

の反 り,振れ度一時間
(孔あけした芯桓些旦旦葦)

合板(3ply,シナ)
オ-メ-レイ合板
3ply,

ノーノレ
-レイ
ナ脂
尿
シ樹
ー
.令
浴水浸紙 エバフl
性
オ素樹脂接着

オーノミ←レイ合板
シナ,尿素

着

11･■~~ー
-

含

.

脂
イ
樹
レ

D -082
Fig. 6
D -082

Fig. 8

D-084
Fig. 1
D-084

Fig. 2

D-084

Fig. 3

D-085
Fig. 1
D-085

Fig.2,3

D-085

Fig.4,5

D-086
Fig.5,6

熱圧(10kg/cm2,
145-150oC,3
分)により合板
製造

矢高測定

冷圧(10kg/cm2,24時間)
および熱圧(10kg/cm2,
145-150oC,2時間)
により合板製造

オ-バーレイ合板
(3*pLyLミご告,ク晶嘉品語露劃ク
合板(3ply,シナ)
オ ー バーレイ
3ply, シナ,
水 溶 性フエ
I /ミ-レイ,

吾 Br I【

ー).
オ

紙

紙

浸

浸

着

含
含
接

ヒ日
i]日
ヒ日

付矧山
師川肌l｣矧
肌

樹
樹
樹

板
素

ル
素

合
尿

一
尿

5ply

表 裏 および添芯板
セソ,シナ

芯 板 ナラあるいはスフ
リントボ- ド

////

合板

儲始蒜義,尿)
百二ヌT L,イ合板

2% (pql,05-,g26L ,合板製造

～42日

片面含湿,～82時間

40oC,85-90% R.班.
矢高 :▲〉)')u vv/V▲
測定 ～3時間

__ ∴

40oC,85-90%R.班.
～24時間

含水率,反り
振れ-時間

I

弓含水率,厚 み
:変化,表板 織

∴ ∴ ~∴ _

40oC,炉乾 105oC,炉乾
～24時間 ～96時間

---ヽ

C,85-90%R H 40oC,炉乾 105Gc,炉乾
～48時間 ～48時間 ～96時間

熱圧(10kg/cm2,
110oC,4分)
により合板製造

3ply,シナ,尿素およ
ユノール樹脂含浸紙オ
ーレイ,尿素樹脂接着

オ-メ-レイ合板

闇

ut

フ
バ
び

l

3ply,シナ,塩化ビニール板およびアルミニウム板オー/ミ
-レイ,デコラセメントおよ
びレゾルシ/-ル樹脂接着
ランノミ-コア合板

よび添芯板 シナ,
ナラスプリント合板

5ply,0.38-0.40
表裏板および添芯

シナ

芯板 スプリント

板

- 1=一二㌦ -∴∴- -
20oC,

～20時間 l(単板含水率にを旦菱)
熱圧(10kg/cm2,110oC,4
より合板製造後,熱
/cm2,110oC,3分)
りオーバーレイ加工

熱圧(10kg/cm2,110oC,

4分)により合板製造後,冷圧(10kg/cm2,24時間)
に よ り オ- ノミ- レイ加工

40oC,

･･満.:･..: l∴ -.･ . .≡
板幅測雪476oT - 40｡C, 95oC, i

畢乾 炉乾 炉乾 き
～12時間～84時間 ～12哨 問 弓…3.5回繰返し
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水
板
万

含
表

角
率,厚み変化
織経と平行,
.｢叫

ア
の
ン
張

コ
幅

セ
ロ

iZq

im

の反 り

【
影
単
の

ス ト
を
に
無

響
板
有

直
れ扱

IJ
＼J

ー

ブ

木

ッ
む
る
図

り
含
よ
別
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測 定

方 法 l 条 件 r 量

D-092
Fig. 3 板 ーブナ

ブナ,シナおよ

D-092
Fig. 4

強 制 空 冷

除圧後,堆積,放置
24oC,～20時間

反 りおよび換れ度

(諾 琵害意墓後)

反 りおよび振れ度

ブナ
ラワンおよびシナ

圧縮圧およびル-ス ･サ
イ ド,タイ ト･サイドが
接着面になる場合の影響

- 127-
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供 試 材

FPg:173F spyro(憲 pも 材)

､レノクイチ560層n｡I･･.i
.1-710-g-Fi

K-033
Fig.2

処 理 条 件

第10号 (1976)

測 完

孝 _____些 ｣ー_卑 件

(加圧(T)収縮);(板幅測 定),i水中浸演,～3.5時間

ボ-ドScotch

ノ､- トボー ド(⊥,〟)

セ5oC,65%R.H.調湿

160oC 65%R.H
!スチー ミング 調湿

100oF,30%
良.H.調湿

板幅測定
水中浸漬,～24時間

量

加圧::,lr摘 誹 AL+,
回復率-浸漬
時間

→と蒸煮処理,吃1蒸煮処理,～2時間j27oC,87%R.H.,～7日～
350C,30%R.H‥ ～7日
9.5回繰返し

板 幅測定 lt慧 !onT ,三 塁

湿繰返し後の膨潤率-水中
浸潰後の膨潤率

F,90%R.H.,～7釧伸縮量-ボ- ド含

100uF,30%R.班.,～7日
1,12回

乾燥一応力

文 献

A-036
Fig.1A-036

F短.3-6

A-036

Fig.7

A-038

Fig.1

A-038

Fig.2

A-041
Fig. 3
A-041

Fig. 4

D-096

Fig. 1

供 試 材

ヒノキ(ChamdeCyParis
obiusdENDL.,R)
ヒノキ(Cham aecyPdris
obtusaENDL.)

ノク

ヒノキ(ChamdeCyParis

obiusaENDL.,R,T)

処 理 条 件
測

方 法 i 条

IL｣一
疋

･i ･･･
→絶乾巌大収縮応力-試片厚さ

ク

ク

飽

_ -真二∴ l∴ -

ヒノキ(ChamaecyPdris
obtusd ENDL.,0.43)

//

L /:亘cl'EmuLeCyj'a'･L's
obtusaENDL.,T,早材
晩材)

D-0103
Fig. 3

D-0010
Fig. 7

ジ ョ ソ コソ(Dactylocladus
sienosiachys OLIV.,
0.47,T)

/y

30,50,70,90,110O

】

i

l

飽 水LaS 拘 束

// こ //

飽

l

生 材 矢高測定

ク

クppAiLl奈LP,inusthunbergii i生

- -128--

//

収縮応力一時間
(年輪傾角による差)

最大収縮応力, 引張
強度-年輪傾角

:I,;J

誹
州小
_

跳

i

〕C
…

旨応力-時

最大収縮応力

-満.L.麦一一一一年･輸

傾角

ノク

30oC,～100秒

乾湿差4

乾球 55

乾湿差4

(3段階)芸2:
～150時間

応力-スプリ
ングバ ック

収縮応力～時間
(計算値を含む)

カップ量,応
刀,曲げ弾性
係数,含水率,
温度一時間

20oC,50%R.H.,二i6霜 害応力一時間
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供 試 材

FPg:012 Isc呈;?vhes霊?se(LPIiNnNT T)

処 理 条 件
測 定

T方向生長応力,各含水
率における収縮応力のR
方向分布 (YUNEN より)

乾燥一外 部 変 形歪
供 試 材 処理条件 測

冷圧 (10kg/cm2,
20oC,20時間)
により合板製造

矢高測定 1室内に放置,～120才

定

件 l 量

含水率,表板繊維と平行,
直角,450方向の反り一時間

(暮雲禁断 よび芯板初期)
B-040
Fig. 9

B-043
Fig.2,3

アピトン(DipierocarPus
GrandijlorusBLANCO,
0.7,T,R)
普通合板
僅袈板,芯楓 添芯板 ブナ)
テンダ-ライジング合板

僅 基板,芯軌 添芯板 ブナ)
ランバ-コアー合板

-:::
板および添芯 板

スギ
切込を与えたラソバ-コア-
合板

板および添芯板
スギ

二 二二

FPgTO426i

B-046
Fig. 3

B-046
Fig. 4

B-046
Fig. 5

B-046
Fig. 6

D-066
Fig. 8

D-071
Fig.5,6

パーティクルボ-ド
(0.7, *':)

カラマ ツ

無処理,90,
100 , 120,140
oC,1.5時間
蒸煮処理

振れ量-板
目と柾目の
全収縮率差

BEE(10kg/cm2,
室温,18時間)
および熱圧 (10
kg/cm2,100oC,
20分)により合
板製造

矢高 測 定

D-035 Fig.3,4に同じ

D-0101 Fig.6に同じ

D-0101 Fig.4に同じ

D-0101 Fig.3に同じ

D-0101 Fig.7に同じ

D-0101 Fig.9に同じ

熱圧処理
(180oC,6, 7,30分)

-無処理
熱処理
(180oC,30,60,120分)

7,11月間伐,

120oC 水浸状態

(両面異なる雰囲気に曝露)

～3時間

20oC,水中浸潰,

40oC,～24時間
5回繰返し

測 角

矢高測定

- 129-

反り-時間

スプ リングバ ッ
ク-繰返し数
パーティクル
の初期含水率
の影響

→ → -.-一ゝ乾球 60 70 75oC湿球 57 55 72oC
～200時間

乾球 90 90 95oC
湿球 87 75 92oC
～120時間

ねじれ角,曲り量一木取法伐期,背割加工による寡
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供 試 材

合板 (3ply)

ヤチダモ(Fraxinus
mandshwricaRUpR.
var.japonicaMAXIM.,
R)

シナノキ(Tiliajaponica
SIMK.,R)

セソ(KalopanaxPictum
NAKAIVan.iyPicum

二三二二二1｣NAKAI,旦)_

文 献

D-072
Fig.2

D-075
Fig.7(a)

D-075
Fig.7(b)

D-075
Fig.7(C)

D-075
Fig.7(d)

D-075
Fig.7(e)

D-075
Fig.7(f)
D-075
Fig.7(g)

D-076Fig. 9

D-076
Fig.10

D-076
Fig.ll

ノク

シナノキ(Tilwjaponica
SIMK.,R)

セソ(KalopanaxPictum
NAKAIVcr.tyPICum
NAKAI,R)

ミズナラ(Quercus
crisPulaBLUME,
0.58-0.63,R)

ミズ.テラ(Quercus
crLSPulaBLUME,
0.58-0.63,R)
ブナ(Faguscrenata
BLUME,0.58-
0.63,R)

ミズナラ(Quercus
crispulaBLUME,
0.58-0.63,L)
ブナ(Faguscrenata
BLUME,0.58-
0.63,L)

合板(3ply,カノ:)

処 理 条 件 斥 - 義

理論計算

測

条

誓晶是高｢i左6mo~t:∴二義~ji)5･8%m･C

些二旦L=空生 4.2% m.C.
110oC,～13分

110oC.～6
ll.3%m.C

80oC,～10分

140oC,～3,5分-- --I -- - ヽ
110oC,～6,8分11.4% lTl.C.
≡葛岩i- iiiiiiiiiiiiil≡E
80oC,～10,14分

一m m～ ~～ →7- 13%m.C.110oC
→4-10%m.C.

- I-･---I

110oC10-30--→0%m.C元訂tJ'%m･C･

→10′-ll

反

厚弾海送

関

LL処理お

量

波
び.よ

件による差)

一
板

)高
防

条

I..

I..･:.:･.･H
.A
.[

波うち畳 (乾燥機の送
り方式,波 うち防止処
壁,乾燥温度および測
定条件による差)

波 うち量 (乾燥機の送
り方式,乾燥温度およ
び測定条件による差)

波うち量 (乾燥機の送
気
曜ー測
度
び
温
よ
)

燥
お
差

乾
式
る

送
波
側

の

ーび

横
度
よ
)

燥
温
お
差

乾
燥
埋
る

(
L乙
叱
l
Ir

波うち量
り方式,乾燥
うち防止処皆
定条件による

波うち量 (乾燥温度,気流循環方式,波うち防止処理および測定条件による差)
些 二旦二二 隻｣夕空2-20%｡､.｡.
110oC,～8,10,
12,15分

≒40-40,60,80oC%n一･C･
l

;- -- 10-ll--;,nJ八,.,i%m.C.̂nI"

12-13 20

気
式
る

(
万
よ

量
湿
に

ち
加
件

う

.条

→%ⅠⅥ.C.6580%R.班.
40-40,60,'o▲11'し40,60,80oC
80oC ～12時間

→10-ll
40-40,60,80,100Dc%nl･C･

方
測
環
び
循
よ
流
お
慕)

2̂9ニC,T陛ノ.二､_､
～5-10週間

→10-11 一一 →12-13 20 200C

40-40,60,%m･C･40,60,80,100′%n一･C･ 65 80%R･H_rT ー1̂'Lヨ日日～5 -10週 間

反 り-温
皮

80,100 uC
oC ～12時間

→10′-ll
40-20,40,60,80,100oC%m.C.

-=E ≡E
II→10-ll_ →12-13 20 200C

40-20,40,%m･C･20,40,60,80,%m･C･ 65 80%R･H･_ rT ーin､田Fjtq
～ 5 -10週間

//

60,80, 100oC
100)C

冷圧(15kg
3時間),
(110oC,7分)

追

冷圧(1Okg/cm2,15
cc
,
30
分)後熱圧(7kg/cm2,110oC,3分)により合板製造

～12時間

～5日
たてカ 置放汁

平積放置(荷重1
.
1kg)
水噴霧後平積

たてか ホット
け放置 プレス

- 130-

1重荷
･LM匠

放

二言五二~痕嘉~
↓絶乾

ーヽ
表板繊維と
直角方向の
反 り,振れ
度-時間

板繊維と平行

角方向の反 り

振れ度およびそれ
らの和一時間

含水率,表板
行,直角方向

振れ度-時間

辛
とり′維反織の

(単板含水率によ ~･iHl.:::1



山田 ･ほか :木材力学資料 沌

処 理 条 件
測 定

方 法 l 条 件
ト1.
上巳

オーノ ミ - レイ合板
D-082
Fig. 5

3ply , シナ,尿素樹脂
含浸紙両面オーバ-レ
イ,尿素樹脂接着

冷圧(10kg/皿2,24
時間)および熱圧
(10kg/cm2,145-
150oC,2時間)
により合板製造

オーノミーレイ合板
D-082
Fig. 6

3ply,シナ, クラフト紙
両面オ-メ-レイ,尿素
樹脂接着
合板(3ply,シナ)
オ-メ-レイ合板

D-082
Fig. 8

3ply,シナ,尿素樹脂含
浸紙,水溶性7-ノール
樹脂含浸紙オ-ノミ-レ
イ,尿素樹脂接着

冷圧(10kg/cm2,
24時間)により
合板製造

片面含湿,～82時間

D-083
Fig.1

D-083
Fig. 2

D-084
Fig. 1

D-084
Fig. 2

合板(3ply,シナ)
熱圧(7kg/cm2, →
110oC,5分)水中浸潰
により合板製造 ～15時間

100oC,～4時間

5ply表裏および添芯板
セン,シナ芯板 ナラあるいはス
プリントボード

矢高測定
板幅測定

表板繊維と平行および
直角方向の反り,振れ
慶一含水率
(単板構成比による差)

40oC,85-90%R.H.
～3時間

一･ヽ ･.-一 一一一ゝ

40oC,炉乾
～3時間
3回繰返し

105oC,炉乾
～96時間 り,振れ

厚
瀬

..
の
度

み
織
直
反

40oC,85-90%R.
～24時間

- 131-

40oC,炉乾 105oC,炉乾
～24時間 ～96時間
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文 献

D-086Fig.7

D-086
Fig.9

D-086
Fig.10

D-088
Fig.2
D-090
Fig .4(a)

供 試

ランバーコア合板5ply
表裏および添芯板

シナ
芯板 ナラ
スプリン ト合板
5ply,0.38-0.40
表裏および添芯板
シ′

あナ芯板スプリ
る

ソ

材

乾

1

1

1
T

.11
慌

＼1)

/

＼･･-I

ソセ

ソ
ド
七
一
は

ボホモゲソホルツ合板5ply
表裏および添芯板

芯板 ホ

スプリソト合板
5ply
表裏および添芯板
シナある

芯阪 スプリン
ソ
ド
セ

l

ほ
ボ

ホモゲソホルツ合板5ply
表裏 びよお
シナ∵
板Ⅷ用
tLる

芯板 ホモゲソホ

条 秤
測

･.: ･J ･l･-

40oC,85-90%R.H
～12,24時間

40oC,炉乾
～12,24時間
3.5,2.5回繰返し

40oC,85-90%R.H.
～12時間

ー

ノ

ンセ
ツ
は
ル

モザイクフロー リング

層 ナラ,下 層

ヤチダモ(Fraxinus
mandshwricaRUpR.

vdr.japonicaM AX_聖二旦)

F.Pg:40Eg , r セ62':K:7;op;aa,rn.a㌶iccLu-m

D-090
Fig.4(C)

D-090
Fig.4(d)

D-090
Fig.4(e)

D-091
Fig.
13,14

//

シナ(Tiliajaponica
SIMK.,R)

秤

40oC,炉乾9
5oC,
炉乾

～84,96
-120時間 時間

40oC,炉乾 40oC,炉乾 95oC,炉乾
～12時間 ～84時間 ～120時間
3.5回繰返し

40oC,85-90%R.H.
～24時間

40oC,炉乾 40oC,炉乾
～24時間 ～96時間
2.5回繰返し

温度が外温になるまで圧縮
波 うち高
さ 測 定

//

140uC,-3,

パーテイク/レポー ト
三層
表層 シラカバ
芯層 混材
0.65

L

ヒの湿時差鵬間醗…

1山

十｢勺

有
サ
問

ぎ表板繊維と平行

,
直角方
向の反 り,振れ度一時間
Ltmr_t]方向表示,木口張
の有無による差,各乾
湿サイクル問の変化を
含む

｣乾月,HHH

低温あるい
は

20oC

以上の室内に放置,～75日 波 うち
方式,量波

(乾燥機の送り
うち防LL処理お

よび測定条件による差)

- I -I--
ち最 (乾燥機の送 り
.乾燥温度,試fJ1-厚

よび測定条件による

･~l目し- ;.:･-'.1･r工 十∴ JH.:∴‥
痩,気流循環方式

測定条件による

..t‥ . .-..".I,.∴■十 :I.言 十 ∴
防止処理および測定条件
による差)

~-一､ ----1-二ヽ
140oC,～10分

110oC,～13分

l讐 聖 聖三三空

30手

長脚

132

波うち 畜て転燥機の送り
方式,乾燥温度,波 うち
防 止処理および測定条件

-3週間

水中浸漬,～3日

～11日
3回繰返し

残留厚さ膨潤率-繰返

→F(L,禁_ ド厚さによる差)
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供 試 材 処 理 条 件
刺

件

反 りおよび振 れ度
圧締圧およびルース･サ
イド,タイ ト ･サイドが
接着面にな る場合の影響

乾 球 80-90 放置 90oC 放置
乾湿差 8-27 3-5oC ～21

矢高測定

測 角

･-10 -13 -4
非圧締,旋回圧縮

乾 球 80-90 90oC
乾湿差 4-18 3-5oC
～6 ･･-4
非圧締,旋回圧縮

ねじれ,弓
ぞり,まが
り,幅ぞり
の出現頻度

渡うち高さに及ぼす表
板,芯材含水率,芯材
の種類,中桟間隔,揺
着剤,プレス圧力,塗
料,塗装条件の影響

フラッシュパネル

D-097
Fig.3,4

表裏板 3plyラワン合板
芯材 マカンパ,0.67
ラワン, 0.56

酢ビ,ゴム系接着剤接着

りパネル製造

冷圧(3.5,10kg/cm2,

常温･4時間)によ｢軒で.→7̂ cJ_.一生rl'/十一
32%R.H.
～140時間

波うち
高 さ
測 定

D-0101
Fig.3,7,
8,10,ll,
13

マトナ(Pometiasp.,T)
ラミン(Gonysiylussp.,T,R)
ジョンコソ(Daciylocladus
sienostachysOLIV.,T,R)
バスウッド(Endospermum
medullosum L.S .SMITH,
T,R)
イソシア(Zntsiasp.,T,R)
グメリア(Gmelinosp.,T,R)

生 材 矢高測定

人 工乾燥

～300分

含水率,温度,
カップ量一時
間

(雷雲･木裏)

D-0101
Fig. 4 l)シア(Liiseasp.,T)

// 矢高測定
スライス法

D-0101
Fig.5,6

キ ャンプノスパ-マ(Campnosperma
brevibetiolataVoLK,T)
ジ ョンコソ(Daciylocladus
stenostachysOLIV.,T)

FPgT綱 吉上古(7P(aAaxlLt･un;sS,p:,･TT,)R)

人工乾燥

～400分

人工乾燥

～140分

セット量,カ
ップ量,伸縮
歪,含水率,
温度一時間

含水率,温度,カッ
プ量一時間
木表,木裏の差お
よびカップ法と切
断法との比較

人工乾燥

～700分

含水率,温度,
カップ量一時間
木表,木裏の
差,水分傾斜
図を含む

- 133-
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文 献 供 試 材

FPgT甥 ブBji(UFMaErS1蒜アnii)a

D-0102
Fig. 8

D-0102
Fig. 9

ブナ(Faguscrenata
BLUME,辺材,R,T,⊥)

ブナ(Faguscrenata
BLUME,辺材,T)

FPg:o圭82L71'B+L(UFMaEfui,C;e,nala)

D-0102
Fig.
17,18

処 理 条 件

生 材

ブナ(FaguscrenataBLUME,T)
ベイマツ(PseudotsugaDouglosii
CARRUR)
マラス(Homaliumfoetidum
BTH.,T)

∴ t二~ ∴ _:I:-:: 二 二∴

D-0103
Fig. 5

ブナ(Fagu主 ムrenata
BLUME,0.62,T ,R)
ケヤキ(Zelkowa serrate
MAKINO,T )

FPg:0123iブBj-L(UFMaET s..C6r2e,nit)a

FPg:01宇32
ク

生 材

【

-∴ ∴ 一 ∴ :,---:p-I -

D-0104
Fig. 2

//

D-0104
Fig. 3

坐

タソオ - ク (LithocarPus
densiflorus,0.66,辺 材 ,
T)

刺

方 法 】 条

∴ -∴ 二 _
～140時間

乾球 70oC
湿球 64oC

～140時間

悪業 三宝:2 -60時間

(初期条lFI蓋琵
～200時間

矢高測定

- 134-

定
l-1.
EiTg

カップ量-時
問

(璃 謀れと)
カップ量一時間

庵 取り法の影)
カップ量-時間

儲 見誓詣 琵表)
含水率,温度,曲
翠,カップ試片表,
裏の収縮率-時間

(I:,-:･t.I.'.工 J,'JI

人工乾燥

(初期条件 悪業 55髭 )
～350時間

-ヽ
初期 轟終

妾湿望 5い 3段階) 冒85号
～150時間

初 期 最終

霊 湿 碧 554 (3段 階 ) 芸2号
～ 150時 間

乾 球 60oC
乾 湿 差 22oC

～ 7 日

乾 球 40 50 62oC
乾 湿 差 9 17.5 17.5oC

- 2 ′- 2 ′-′3 日

含水率,温度,
曲率,カップ

収
の
間
裏
時

カップ量,症
刀,EHlげ弾慎
係数,含水率,
温度-時間

カ ッ 畳 , 温 度

一 時 間

初 期

～ 6.5El

初 期 最 終

蔓 湿 望 554 (3段 階 ) ig:E
N 7 日

初 期 最 終

4… (6段 階 ) 733号
～ 300時 間

初 廟 pI~~ー~~~~~~恵 庭 →

乾 球

乾 湿 差 2

(芸呂 (6段 階 )(6455:
√､′ヽ(⊃
CU03

初 期

乾 球 40

乾 湿 差 2

(6段 階 )

ノク

皮 , 含 水 率 -

時 間

･･
_
～･

･
T

量

収

率

評

J
ll1.
板

率

引

縮
∵∵

種

差

ニ
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文 献 供 試 材 処 理 条 件
測

条

FPg:olg4Fタ籍 o'r'u57't吉?C6a67Zsa

D-176
Fig.2(a)

D-178
Fig. 4

H-017
Fig.3,6

件
.F-1.
_l暮1

天乾,～62日
カップ量,含水率,
渇,湿度一時間
(木表,木裏の差)

加圧(T)収縮l(板幅測定)

// 50oC
0,10,20kg/cm2負荷m･C･

セットー試片
採取位置

50oC,80%R.H.
C,9%R.H.
5回繰返し

14%m.C.

収縮率0.06(R),
0.12(T)を有する材

H-017
Fig. 5

理論計算半径方向に6%,揺線方向に12%収縮
幅ぞり量のR
方向分布

80oF,90%R.H.,～7日

FFg:oo針 ノ､- ドボー ド(⊥･d)

K -033
Fig. 36

100oF,30%
R.H.調湿 板幅測定

【≡=-
100oF,30%R.H.,～7日

E-070 Fig.3に同じ

1,12回

伸縮 量 - ボ ー ド含
水率
CuRRIERのデ

乾燥一内部残留歪

供 試 材

B - 046

F ig . 2

B-046
Fig. 3

処 理 条 件
刺

刀 件

D-0101 Fig.6に同じ

D-0101 Fig.4に同じ
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_EL
_11⊥

- → - → -→

乾球 60 70 75oC
湿球 57 55 72oC

～170時間
- 一一ゝ -→ 一･一一 一･･･.･ゝ

乾球 90 90 95oC
湿球 87 75 92oC

～100時間

伸縮歪の試片
内分布

(書聖法に よ )
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3
8
90D

.称F

D-095
Fig. 3

D-0101Fig.4

供

誓

,,i

方

エ
ト

試 材

･Rs
.捌
･B

エ
P
A

L
′L
L

ツ
ツ
ツ

処 理

Kae;HPJ̀el･iS.lR｡..l
jezoensisCARR.)
sachalinensis

uar.mayrianaMIYABEetKuDO)

カラマツ(Larix
KaempferiSARG.)

mm--mT ~~~ 測

'･: I ..] .! ,ll:

40-3ヲC竿 孟イ

リシア(Liiseasp.,T)

~ ｢ ニt.=11･ンブノー;,′エー一･､･D-0101Fig.5,6 (CambnosPermabrevipetiolaiaVoLK,T)
ジョンコソ(DaLtylocladus
stenosiachysOLIV.,T)

定

件 l 畳

90oC
5oC
伸縮率,含水
率分布

l I l

乾 球 95-100 95-100900c m.C
乾湿差 3-25 3-25 5oC

-2 _- ～5日 ～24時間 肌…__lY
I

促換

.
IILL.H
∃∃⊥高…矢

人工乾燥人工乾燥

初期条件 乾球
湿球
～140分

セット畳,カップ量,伸縮率,含水率,
温度-時間

脊索重言再度丁~~す Ty-
プ量一時間
木表,木裏の差お
よびカップ法と切
断法との比較

乾燥一割れ,コラップス

供 試 材

FPgT28ii3Ta-蛋,;eni i ?oil; le-;S-; I二 ;

iiq
件条理処

測
条

D-089
Fig
.4

33

90

D短

F

カラマツ(Larix
KdemPferiSARG.
)
ゾマツ(Piceajezoensis
CARR.)
トドマツ(Abies
sdChalinensisvcr.
mayrwnaMIYABEet
KUDO)

D-093
Fig. 4
D-093

Fig. 5

//

ノク

PEG浸漬およ
び加圧注入

//

-- --ヽ
60,70%R.班.
71,77oC
～190分

; クtち

:乾 球 80- 100 90oC

準湿差 非晶 ヲ5旋回琵

120 90oC
75 5つC

極J 長 鮎 望

ノク

発係,ス関････irラ時
湿度
,
温度

コラップス
発

生時間-関係
湿度一温度

非氏 締 ,旋回圧縮倒れ聖長さ×
最大幅の総和
乾燥スケジ
ュ-ル,氏

･-T --う
80-100 900C
35-55 5oC

乾 球 100
乾湿差 15

非圧縮,旋回圧細
ー → ----→

乾 球 80-100 90oC
乾湿差 3-35 5oC
非圧縮,伐木圧縮 ,旋回圧縮
乾 球 120 90oC
乾湿差 75 5oC
非圧縮,桟木圧縮,旋回圧縮

乾 球 80-100 90oC

乾湿差 35-55 5oC

非圧縮,桟木圧縮,旋回圧縮

割れの長
さ×最大
幅の総和
.′一一･~~~ ＼t
pEG濃

注ーヶル.カスl度圧燥ユ
圧縮法V
よる差

入乾ジーに

木口からの内部割れ深さ
(蒜禦讐浅黒染)

136
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(g)木材の生長応力 補遺

応 力

樹 種

トドマツ(AbiesMayriana)
のヤング率およびポアソ
ン比をもつ材

樹 歴
測

方 法 f 条

理論計算

A-006
Fig. 4

トドマツ(AbiesMayriana)
のヤング率およびポアソ
ン比をもつ材

∴ ~~_∴

Ffg:0066!

D-006
Fig.5,6

D-007
Fig.4,7

D-007
Fig.6,8

D-009
Fig. 1

トドマツ(Abies
Mayriana,L,R,T)

トドマツ(Abies
Mayriana,L,R)

理論計算

D-006 Fig.5の一部に同じ

A-005 Fig.2に同じ

‖叫 .._ ..｣

- ゾマツ(Piceajezoensis
CARR.,L T)

ユーカリ(Eucalyptussp.,
0.53,L,R,T)
+99(Prunussp.,
0.54-0.56,L R,T)
ポプラ(Populussp.,
0.32-0.34,L R,T)

定

件 f 量
L,R,T方向応力の
R方向分布

LR,T方向応力の
R方向分布

L R,T方向応力
のR方向分布

(芳墨真読の差,)
L R方向応力の
R 方向分布
(計算式別)

伸縮歪1内周より順次薄層を除
(末口径15cm,市販)脚 定F去

正常材(市販)

天乾,～3ケ月

あてを含む材(市販)
天乾,～3ケ月

11年生

20年生

6年生

伸縮歪
測 定

伸縮歪測定

木表 あ るい は木裏 よ り
順次薄層を 除去

伐採数時間後内周より
薄層を除去

FF!?1担 ;lC!?stPri聖feIf軍 竺 + 上 竺 座 flp# L空0%-･:二 讐藍 a f(墜 整 蓋
歪一内部残留歪

樹 種

トドマツ(Abies
Mayriana,L,R,T)

D-007
Fig. 3

D-007
Fig. 5

D-008
Fig. 2

D-008
Fig. 3

D-008
Fig. 4

トドマツ(Abies
Mayriana,L,R)

-.1/マツ(Picea
JeZOenSisCARR.,L,T)

力学定数のR方向分布をも
つ材

樹 歴

正常材

儒 鼠径15cm･)

測 定

方 法 1 条 ~ 件 rL一 重

伸縮歪測定内周より順次薄層を除
去

伸縮歪に関係した
量のR方向分布
(材の方位の差)

正常材(市販)

天乾,～3ケ月 m.C.
あてを含む材(市販)
天乾,～3ケ月

伸縮歪測定

10,39年生正常材l理論計算
5,10,25,39年生正常材
5年生正常材
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木表あるいは木裏よ
り順次薄層を除去

鋸断直後

L R方向伸
縮歪のR方向
分布

L方向伸縮歪のR方向分布
(樹 皮 による拘束の影響)

L方向伸縮歪
のR方向分布

L方向伸縮歪のR方向分
布

鎧 鎧 讐突言言霊嘉毒1
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H-0014
Fig.2
H-0014
Fig. 3
H-0014
Fig. 4

樹 種

クロマツ(Pinus
ihunbergiiPARL.,L)

redoak(Quercusrubra)
の弾性定 数をもつ材

l

J
/ /

FPg-oot4i ,,

H-0014
Fig. 6
H-0015
Fig.2

ク

PinusradiataD.DoN
(0.4-0.5,L)

棉

〓
=
てあ
生
縮
年
圧
5

径61cm ･1ノ.･申.fL
.しきP｢1.1｢.mm一

条

形成層から髄まで
約250β
の連続切片作成
直後

(深さ径の%)

完

件 岳 量
‥_:.:,...,｢,,..順方向.;1本山上

力および縦歪
分布

千万両亮二画面南方丁ら
の距離
(鋸目の有無による差)

理論計算1盟 禦 /hge,日
lLL川右こそう紺卜1

''___止鎧 頭重

/, i ,,

肝ク
｢151

傾斜木
,22
年生
採取位置地上0
.
6m

径の0-0.4倍
らの距離 径の0-0.4
円周にそう圧縮帯

(R方g711j葦 監､2)
馴こそう圧縮滞

木口面におけ
る円形満

採取直後

千万両香二百両正享
う銀目の深さ-銀目
L'1粘性面 .からしい肌灘

T方向歪のLR面分布
(圧縮帯の位置による差)
T方向歪一
挽面からの
鶴

T方向歪のLR面分布
(満の位置,深さの影響)
外房正恵汗盲t万両
生長歪,引張および
圧縮弾性率分布 ____八

∴ ~ ･･ ･, ･･ ･･

文 献

粘 弾 性 補遺

日 本

SAWABE,0,,Studiesofthetherrnalsofteningofwood.III.Effectsofthetemperature

onthebendingcreepofdryHinokiwood,木材誌,20ノ517(1974).

森 光正,伏谷賛美,蕪木自輔,木材の帖ずクリープ破壊における破壊時間のばらつきと荷
重面との関係,木材誌,21,51(1975).

中山義雄,振動法による木材ぼりの非破壊試験-円孔をもつはりの曲げ破壊係数の推定-,

木材誌,21,402(1975).

北原龍士,松本 鼠,木材の力学的減衰におよばす限度の影響-1MHzでのパルス透過法に

よる測定,木材誌,21,410(1975).

佐道 健, 木村泰男, ねじり変形下における木材中の水分応力の変化,木材誌,21,430

(1975).

片岡明雄,小野晃明,木材試験片の振動および勤力学的性質の測定値と実験条件の関係 (第

1報)測定装置にもとづく誤差,木材誌,21,543(1975).

A-132

A-130

A-133

A-134

A-041

A-135

伏谷賛美,坊野喜彦,集成材の帖ザクリープについて,木材工業,30,211(1975). B-56

小林 純,塩倉高義,響板用木材の振動特性に及ぼす塗装の影響, 木材工業, 30, 400

(1975).

中戸莞二,鈴木正治,五月女篤信,増田 稔,合成樹脂塗料の木材-の付着について,京都

大学農学部演習林報告,No.38,237(1966).

浦上弘幸,塗料による木材の膨潤と粘弾性,京都府立大学農学部演習林報告, No.ll, 5

(1967).

中山義雄,鴛海四郎,木材の動的弾性に関する研究 (第2報)人工空胴および人工節の影響,

高知大学学術研究報告,19,農学 No.15,125(1970),

中山義雄,駕海四郎,木材の動的弾性に関する研究 (第3報)CantileverWoodenBeanlに

ち-57

D-171

D-170

D-174

おける断面欠損の影響,高知大学学術研究報告,19,農学 No.16,137(1970). D-175
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NARAYANAMURTI,DリSomeinvestigationsontheTheologyofwood,Proceedingsofthe

FifthInternationalCongressonRheology,2,625(1970).

久保隆文,葉木白輔,カラマツ材の材質に関する基礎的研究 (第1報)カラマツ材の水抽出

成分分布および水抽出成分と物性との関連性について,東京農工大農学部演習林報告,
No.10,108(1973).

D-176

D-177

中山義雄,断面欠損をもつ木材ぼりの固有振動数,高知大学農学部紀要,No.26,1(1974). D-172

飯田生穂,福山蘭治郎,浦上弘幸,引張荷重下における木材の収縮挙動-(3)セットされた

木材の膨潤,収縮について,京都府立大学農学部演習林報告,No.19,7(1974). D-178

大迫清雄,新生圧縮あて材の物性に関する研究,材料,24,849(1975). D-0010

大釜敏正,山田 正,多孔体としての木材の緩和弾性率,材料,24,873(1975). D-179

徳本守彦,セット材の弾性率,材料,24,879(1975).

佐藤秀次,白石信夫,佐道 健,横田徳郎,セルロースおよびリグニン溶剤を田いた木材の

セット,材料,24,885(1975).

布村昭夫,伊東英武,葛西 章,駒沢克己,山岸宏一,集成梁の載荷加熱試験(1) 燃焼に

及ぼす防火塗料の効果,北林産試月報,No.4,5(1975).

工藤 修,倉田久敬,長原芳男,今野浩安,集成梁の載荷加熱試験(2) 強度性能について,

北林産試月報,No.4,ll(1975).

アメリカ

GERHARDS,C.Cリ StresswavespeedandMOEofsweetgum ranglngfrom 150to15

percentMC,ForestProd･J･,25,No･4,51(1975)I

MILLER,D.G.andP.GEORGE, A methodofmeasurlngCreepandrecoverydueto

flexuralloadsofshortduration,WoodScience,7,153(1974).

BACH,Lリ Failureperpendiculartothegraininwoodsubjectedtosustainedbending
loads,WoodScience,7,323(1975).

MINDESS,SリJ.S.NADEAUand∫.D.BARRETT,SlowcrackgrowthinDouglas-fir,Wood

Science,8,389(1975).

ド イ ツ

KoLB,H.,BiegeversucheundPriifungdesBrandverhaltensanTragernausverleimten

Buchensc旭lfurnieren,HolzalsRoh-undWerkstoff,26,277(1968).

BECKER,H.F.undG.PECHMANN,ElektroakustischeMessungendesElastizitatsmoduls

vonLeimfugenanstreifenf6rmlgenLagenhblzernvom Sperrholztyp,HolzalsRoh-

undWerkstoff,30,303(1972).

RoHLOFE,E.,UberdieinnereReibungunddieStrahlungsdampfungvonGeigen,Ann-

alenderPhysik,38,177(1940).

NARAYANAMURTI,D.undH.C.PANT,DerEinfluBvontrockenerundfeuchterWarme

aufHolzTeilII.DerEinfluL3Vonabwechselndem ErwarmenundWasserninkaltem

Wasser,WerkstoffeundKorrosion,13,287(1962).

BURMESTER,A.,VersucheniteinerPriifeinrichtungzumBestimmenderWechselbiege･

festigkeityonHolz,Materialprtifung,7,321(1965).
NARAYANAMURTI,D.,V.S.DEVARAJAN,G.D.MEHANandG.S.BABYJANAKI,Effectof

variousdefectsonthemechanicalpropertiesofcommercialplywood,Holzforschung

undHolzverwertung,26,131(1974).

DzIUBA,T.undR.GANOWICZ,AnalysederRheologleVOnPolsterm6belgestellen,Holz-

technologie,15,197(1974).

ILLE,R.,EigenschaftenundVerarbeitungvonFichtenresonanzholzftirMeistergelgen,

Holztechnologie,16,95(1975).

イ ン ド

AswATHANARAYANA,B.S.andV.J.VICTOR,Stressrelaxationinwood,J.Ind.Acad.

WoodScience,4,1(1973).
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D-181

D-168

D-169

E-84

H-74

H-48

H-50

Ⅰ-156

Ⅰ-155

K-56

K-57

K-54

K-52

K-53

K-55

W-3
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水分応力 補遺

日 本

藤田晋輔,乾燥割れに関する研究 (第6報)拘束乾燥によって発生した割れの顕微鏡的観察,

木材誌,15,99(1969).

三城昭義,木材の膨潤圧に関する研究 (第4報)木材の膨潤圧におよばす年輪傾角,木理角

および側面の膨潤拘束の影響,木材誌,21,62(1975).

三城昭義,木材の膨潤圧に関する研究 (第5報)木材の膨潤圧におよばす膨潤剤の影響,木

材誌,21,217(1975).

藤田晋輔,乾燥割れに関する研究 (第9報)乾燥過程の応力の発生と木材の構成要素の変形,

木材誌,21,231(1975).

林 和男,寺沢 真,飽水バルサ材の細胞の落ち込みに関する研究 (第3報)引張応力によ

る落ち込み量の変化,木材誌,21,278(1975).

藤田晋輔,乾燥割れに関する研究 (第10報)収縮応力におよはす乾燥温度の影響,木材誌,

21,357(1975).

金川 靖,木材の吸湿膨潤性 (第3報)膨潤特性値の比重依存性について,木材誌,21,

395(1975).

佐遺 健,木村泰男,ねじり変形下における木材中の水分応力の変化, 木材誌,21, 430

(1975).

菅野蓑作,ラン/ミコアー合板の性質一特にその狂いについて-,木材工業,7,76(1952).

平井信二,清水 翰,揮和直義,合板に関する研究 (第10報)心板の条件と合板の狂いとの

関係,木材工業,7,393(1952).

井阪三郎,木材の狂い (1),木材工業,12,394(1957).

井阪三郎,木材の狂い (2),木材工業,12,444(1957).

西尾 茂,カップ法による木材乾燥応力の推定,木粧1二業,27,596(1972).

寺沢 真,小林拓治郎,木材乾燥における高温蒸煮の影響 (その1),木材工業,29,327

(1974).

寺沢 真,小林拓治郎,木材乾燥における高温蒸煮の影響 (その2)完,木材工業,29,378
(1974).

A-040

A-034

A-035

A-036

A-037

A-038

A-039

A-041

B-043

8-038

B-044

B-045

B-046

B-039

ち-040

林 和男,寺沢 真,木材乾燥における落ち込み発生機構 (1),木材工業,30,383(1975). B-041

林 和男,寺沢 真,木材乾燥における落ち込み発生機構 (2),木材工業,30,439(1975). 浴-042

寺沢 真,林 和男,木材乾燥における落ち込みの発生機構 (3)完,木材工業,30, 536
(1975).

神 和雄,富田明政,合板の狂いについて (第2報)熱圧合板の狂いの防Ⅰ上法 附 合板の

狂いの矯正法,北林指月報,No.23,7(1953).

小倉武夫,わが国の木材乾燥について,北林指月報,No.45,1(1955).

寺沢 真,木材人工乾燥の実務 特にナラ･ブナ材について, 北林指月報, No.45, 14

(1955).

富田明政,春田淑郎,合板の狂いについて 第3報 こにれこ単板を車板にした こしな二合板

の狂い,北林指月報,No.66,7(1957).

山岸祥恭,ペイパーオ-バーレイ及びオーバ-レイ合板の狂いについて (その2),北柿指
月報,No.67,1(1957).

森 滋,LLl岸祥恭,ペイパ-オー,ト レイ及びオー/:-レイ合板の狂いについて(その3),
北林指月報,No.69,1(1957).

富田明政,春田淑即,合板の狂いについて (第4報)こにれ二中板 こしな二合板の合板構成

と狂い,北林指月報,No.70,1(1957).

山岸祥恭,井村純夫,スプリント合板の狂いについて (第 1報),北林指月報,No.70, 3

(1957).

森 淀,山岸祥恭,ペイパ-オーバ-レイ及びオ-メ-レイ合板の狂いについて(その4),

オ-ノミ-レイ合板の片面含湿による篭曲,北林指月報,No.73,14(1958).

山岸祥恭,井村純夫,スプリント合板の狂について (第2報),北林指月報,No.78, 5

(1958).
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B-047

D-077

D-078

D-079

D-080

D-081

D-082

D-083

D-084

D-085

D-086
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山岸祥恭,岡田幹夫,熱圧条件が合板表面割れに及ぼす影響 (その1),北林指月報,No.82,
5(1958).

大野福也,モザイクフローリングの狂い 特に接着温度と外気温度の差の影響について(1),
北林指月報,No.89,7(1959).

吉田直隆,乾燥材の落込みの進展について,北林指月報,No.93,19(1959).

山岸祥恭,岡田幹夫,合板製品の表面割れについて-熱圧条件及び単板の裏割れが合板表面

割れに及ぼす影響 (I)-,北林指研報,No.14,57(1959).

山岸祥恭,岡田幹夫,合板製品の表面割れについて (第2報)熱圧条件及び単板厚さが合板

表面割れに及ぼす影響,北林指研報,No.16,17(1960).

中川 宏,吉田直隆,遠藤 諒,単板乾燥における単板の こおどり二について,北林指月報,

No.99,10(1960).

中川 宏,吉田直隆,遠藤諒,鍋田 弘,武田行夫,単板乾燥における含水率の管理及び単

板の こおどり二について,北林指研報,No.21,1(1961).

斉藤藤市,フィンランドにおける/く-テイクルポ-ドの研究 (抄訳),北林指月報,No.137,
14(1963).

中川 宏,前田市雄,河原田洋三,木材乾燥における湿度処理の効果について-乾燥板材の

吸湿と寸度の変化-,北林指研報,No.ll,1(1967).

D-087

D1088

D-089

D-073

D-074

D-090

D-075

D-091

D-076

吉田弥明,野崎兼司,田口 崇,ブナ合板の狂いの測定,北林指月報,No.182,15(1967). D-092

NARAYANAMURTI,DリSomeinvestigationsontheTheologyofwood,Proceedingsofthe

FifthInternationalCongresson又heology,2,625(1970).

大山幸夫,河原田洋三,米田昌世,千葉宗昭,カラマツ間伐材の乾燥に関する研究(第1報)

一集成柱用正割材の人工乾燥 (1)-,北林産試月報,No.6,7(1971).

大山幸夫,河原田洋三,米田昌世,千葉宗昭,カラマツ間伐材の乾燥に間する研究(第1報)

-集成柱用正割材の人工乾燥 (2)-,北林産試月報,No.7,7(1971).

D-176

D-070

D-071

大久保勲,北沢政幸,波岡保夫,フェノール樹脂を接着剤とするパ-ティクルボードの熱処

理一小片含水率と熱処理時間について-,北林産試月報,No.12,10(1971). D-066

吉田直隆,竹中 健,石黒盾二,鷺岡 雅,ダフリカカラマツ小径材の人工乾燥特性,木材

と技術,No.8,8(1972). D-098

竹中 健,吉田直隆,信州カラマツ間伐材ひき材の人工乾燥試験,木材と技術,No.ll,10

(1972). D-099

神長邦雄,和田良雄,池上元一,榊原寿一,森 学,内田隆三,複合構成の研究 (第1報)

フラッシュパネルの波打ちについて,静岡県工業試験場報告,No.16,23(1972). D-097

西尾 茂,中村昭二,Cup法による木材乾燥応力経過の推定,鳥取県工業試験場研究報告,

昭和46年度,(1972).

西尾 茂,中村昭二,カップ法による木材乾燥応力の推定について (第2報),鳥取県工業

試験場研究報告,昭和47年度,(1973).

吉田弥明,木質積層パネルの反りについて-その理論的考察-,北林産試月報,Not5,5

(1973).

D-0101

D-0102

D-072

飯田生穂,福山蘭治郎,浦上弘幸,引張荷重下における木材の収縮挙動 (3)-セットされ

た木材の膨潤,収縮について,京都府立大学農学部演習林報告,No.19,7(1974). D-178

大山幸夫,奈良直哉,米田昌世,橋本博和,千葉宗昭,菅野新六,乾燥による割れの防止試

験 (1)-針葉樹心持正角の PEG処理一北林産試月報,No.12,1(1974). D-093

藤田晋輔,木材の春,夏材層に発生する収縮応力,静大農研究報告,No.24,35(1975). D-096

西尾 茂,中村昭二,カップ法による木材乾燥応力の推定について (第3報),応力値の推

定と自動記録,鳥取県工業試験場研究報告,昭和48年度,(1974).

竹中 健,吉田直隆,カラマツ小径材の乾燥試験一心持正角材採材のための処理条件の影響

-,木材と技術,No.17,7(1974).

大山幸夫,奈良直哉,橋本博和,米田昌世,千葉宗昭,小杉隆至,管野弘一,パネルボ-ド,

ェンボスボード製造試験 (2)一乾燥試験一北林産試月報,INo.4,1(1975).

大山幸夫,奈良直哉,米田昌世,橋本博和,千葉宗昭,菅野新六,乾燥による割れの防止試

D-0103

D-0100

D-094

験 (2)-カラマツ心持正角の適正乾燥スケジュールー北産試月報,No.9,1(1975). D-095
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西尾 茂,中村昭二,カップ法による木材乾燥応力の推定について (第4報), 落ち込み易

い材のカップ量変化,鳥取県工業試験場研究報告,昭和49年度,(1975).

大迫晴雄,新生圧縮あて材の物性に関する研究,材料,24,849(1975).

アメリカ

MACKAY,J.F.G., SurfacecheckinganddryingbehaviorofPinusradiaiasapwood

boardstreatedwithCCApreservative,ForestProd.J.,23.No.9,92(1973).

KocH,P., Serratedkilnsticksandtoploadsubstantiallyreducewarpinsouthern

pinestudsdriedat240oF,ForestProd.J"24,No･11,30(1974).
KuBLER,Hリ Studyondryingoftreecrosssections,WoodScience,7,173(1975).

CoopER,G.A.andS.H.BARHAM,Effectsofsoakinginextractivesandprefreezing

onthedryingbehaviorofeasterncottonwood,WoodScience,7,267(1975).

HsU,N.N.andR.C.TANG, Distortionandinternalstressesinlumberduetoaniso･

tropicshrinkage,WoodScience,7,298(1975).

ド イ ツ

MACKAY,∫.F.G.,Theoccurrence,developmentandcontrolofcheckinginTasmanian

Eucalyptusoblique,Holzforschung,26,121(1972).

BEECH,J.C.,Thethicknessswellingofwoodparticleboard,Holzforschung,29,ll

(1975).

KRZYSIK,F.,ProblemederKlangholzsortierungundKlangholzverwendung,Holzindustrie,

21,3(1968).

NEUSSER,H.undM.ZENTNER, UntersuchungenzurBestimmungdeshygroskopischen

GleichgewichtessowiederDicken-undL鮎1genquellungvonHolzwerkstoffen,Holz･

forschungundHolzverwertung,27,26(1975).

生長応力 補遺

日 本

OKUYAMA,T.andY.KIKATA,Theresidualstressesin wood logsduetogrowth

stresses,木材誌,21,326(1975).

奥山 剛,木方洋二,樹幹の残留応力発生機構に関する考察,木材誌,21,335(1975).

土肥 修,片岡更一,極異方性円筒の残留主応力測定法 (木材原木の残留主応力), 日本機

械学会論文集 (第 1部),33,667(1967).

土肥 修,片岡更一,直交異方性板の残留主応力測定法 (木材平板の残留主応力), 日本機

械学会論文集 (第 1部),33,673(1967).

角谷和男,山田 正,木材の生長応力に関する-解析,材料,24,828(1975).

奥山 剛,木方洋二,薄層除去法によって測定した樹幹の残留応力分布について,材料,24,

845(1975).

大迫晴雄,新生圧縮あて材の物性に関する研究,材料,24,849(1975).

アメリカ

BoYD,J.D.andR.C.FosTER, Tracheidanatomychangesasresponsestochanging

structuralrequirementsofthetree,WoodScienceandTechnology,8,91(1974).

KUBLER,H.andT.H.CHEN, Preventionofcrosscutandheatingheartchecksinlog

ends,WoodScienceandTechnology,9,15(1975).

KuBLER,H‥ Studyondryingoftreecrosssections,WoodScience,7,173(1975).
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